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世界各国の放送局に多額の寄付
•イギリス国営放送局（BBC）
•ニューヨークタイムズ
•Politico
•PolitiFact

•バイデン政権への不利な報道を
•封じ込めていた事実が発覚した。



なぜ日本の新聞や
メディアが

取り扱わないのか?
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アメリカ厚生⾧官
ロバート ケネディ Jｒ

医療の闇が
暴かれる
時が来た



Robert Francis Kennedy Jr.

• ロバート・フランシス・ケネディ・ジュニア
• （1954年1月17日 ）
• アメリカ合衆国の政治家、弁護士。
• 第2次トランプ政権において保健福祉⾧官を務めている。
• 第64代司法⾧官ロバート・ケネディとエセル・スカケル・ケネ

ディの息子。
• 父同様に名前のイニシャルをとってRFKジュニアあるいは愛称

であるボビー（Bobby）と呼ばれることもある。



• 父親の死後、マサチューセッツ州ケンブリッジで代理家族と一
緒に暮らしたが薬物使用のためニューヨーク州ミルブルックと
コネチカット州ポムフレットの2つの寄宿学校から退学になっ
た。

• 1970年8月、いとこのボビー・シュライバーと共にマリファナ
所持でマサチューセッツ州バーンスタブルで逮捕され、13ヶ月
の保護観察処分を受けた。

• 1972 年にマサチューセッツ州ウォータータウンの全日制学校、
パルフリー・ストリート・スクールを卒業。



• ハーバード大学に入学し、1976年にアメリカの歴史と文学の学
士号を取得して卒業。

• その後、ロンドン・スクール・オブ・エコノミクスで学び、
1982年にバージニア大学ロースクールで法学博士号を取得し、
1987年にペース大学で法学修士号を取得した。



賛成52票、反対48票で承認された。
• 上院での公聴会では持論の反ワクチンを封印し、安全性を重要

視しているとしたほか、ワクチンが医療において極めて重要な
役割を果たしているとも主張した。

• 2025年2月13日の人事案採決では民主党の全議員だけでなく、
共和党からも幼少期にポリオを患いワクチン接種を推進する立
場のミッチ・マコーネル議員が反対に回った。

• 賛成52票、反対48票で承認された。
• 2025年2月13日就任宣誓を行った。



ポリオ（急性灰白髄炎）
• （きゅうせいかいはくずいえん、poliomyelitis）は、ポリオ (Polio) とも呼ばれる、ピコ

ルナウイルス科、エンテロウイルス属のポリオウイルスによるウイルス性感染症。

• ポリオウイルスが原因で、脊髄の灰白質（特に脊髄の前角）が炎症を起こす。症例の約
75%は無症候性である。

• 発生する可能性のある軽度の症状には、喉の痛みや発熱が含まれる。

• 頭痛、首のこわばり、感覚異常などのより重篤な症状が発症する。これらの症状は通常1
～2週間以内に回復する。一般的でない症状は、永久的な麻痺であり、極端な場合には死
亡する可能性がある。

回復から数年後、ポリオ後症候群が発生する可能性があり、最初の感染時に人が持っていたものと同様の
筋肉衰弱の発達が遅い。初めの数日間は胃腸炎のような症状が現れ、その後1パーセント以下の確率で、ウ
イルスに関連した左右非対称性の弛緩性麻痺（下肢に多い）を呈する病気である。



インフルエンザ
•なぜかアメリカで大流行



ストレスと感染症
•過労・不安・心配・恐怖。睡眠不足などによりシステムエラー
が発症する。

•右の骨盤が歪む。
•左の鎖骨が歪む。
•粘膜の循環が悪化
•チリ・ほこり・ウイルスが粘膜に付着する
•ウイルスが体内に浸透し感染する



ストレートネックと感染症



環椎後頭関節



僧帽筋



胸鎖乳突筋



システムエラーと脳機能障害



脳静脈

脳静脈



視神経



システムエラーと鼻の障害



嗅神経



鼻甲介と鼻閉



システムエラーと花粉症
鼻粘膜の代謝障害





ストレートネックと花粉症



鼻中隔軟骨の湾曲



過剰なストレスは、例外なく腸管膜根を萎縮し、右側の
骨盤を上前方に変位、システムエラーを引き起こし、全
身の機能が低下、腸内細菌のバランスも異常になる



PartⅢ



•システムエラーと
耳鼻の構造！
めまいの原理

2025年3月度



ストレートネックと難聴



めまいと耳の構造





鼓膜の解剖



難聴とは
•伝音難聴:外耳や中耳の問題が原因。
耳垢の詰まりや中耳炎などがあり、治療可能

です
•感音難聴:内耳や聴神経の障害による。加齢や
騒音の影響、遺伝などが原因で、補聴器による
改善が期待できますが、完全な治療は難しい場
合もあります

•混合性難聴:伝音難



システムエラーによる頭部の循環障害



ストレートネックとめまい



蝸牛管の構造



めまいの原理



平衡斑 平衡斑は、上から、耳石層、ゼラチン層、クプラ下層の
3層構造からなります。

最下層(クプラ下層)に有毛細胞が並んでおり、その上をゼラチ
ン状の物質が覆い、最上層に炭酸カルシウムの結晶が載ってい
ます。

この炭酸カルシウムの結晶を平衡砂(または耳石)といい、ゼラ
チン状の物質は平衡砂膜(または耳石膜)と呼ばれています。

平衡斑



平衡砂・平衡砂膜



リンパの流れとめまい



頭部リンパ節



頭頚部の主なリンパ節







アレルギー性鼻炎
鼻の中の粘膜がアレルゲン（アレルギー反応を引き起こす物質）
に反応して炎症を起こす病気です。

この病気は、花粉、ダニ、カビ、ペットの毛など、様々なアレル
ゲンによって引き起こされます。

アレルギー性鼻炎の主な症状は、くしゃみ・鼻水・鼻づまり・鼻
のかゆみ・目のかゆみや充血などで、これらの症状は、アレルゲ
ンによる炎症反応によって引き起こされます。



鼻炎とつぼ















鼻炎の調整



めまいとつぼ







システムエラーと顎関節症





額関節



咬筋と側頭筋の萎縮

咬筋

側頭筋



額関節周辺の血管



システムエラーと頭部循環障害



ストレートネックと循環障害



過剰なストレスは、例外なく腸管膜根を萎縮し、右側の
骨盤を上前方に変位、システムエラーを引き起こし、全
身の機能が低下、腸内細菌のバランスも異常になる



あごが痛い

•口が開かない

•あごを動かすと音がする

額関節症の３大障害



あごが痛い:顎関節痛

顎関節症（がくかんせつしょう）の症状で最も多いものが、あご
の痛み（顎関節痛:がくかんせつつう）です。
痛みが出るのは顎関節の周りです。
あごの関節は耳の前にあります。
耳の真ん中の高さあたりに指をあてて口を開け閉めするとくぼむ
部分があごの関節の一部です。
顎関節症では、口の開け閉めをする時や、食べ物を噛む時に顎関
節のあたりが痛みます。



顎関節症になったばかりの時は顎関節周囲のみの痛みにな
りますが、徐々にこめかみや頬の痛みも起こります。
なぜなら、顎関節症が進行すると顎関節の周りの筋肉がこ
わばるからです。
こわばる主な筋肉は食べ物を噛む時に使う筋肉で、数か所
ありますが、まとめて咀嚼筋（そしゃくきん）とも呼びま
す。
咀嚼筋のうち痛みを起こしやすいものは、咬筋（こうき
ん）と側頭筋（そくとうきん）です。咬筋は奥歯を噛みし
めると頬で硬く触れる筋肉です。側頭筋は奥歯を噛みしめ
るとこめかみで硬く触れる筋肉です。顎関節症が悪化する
と咬筋や側頭筋にも痛みが広がります。

咀嚼筋の硬直と額関節症



一方、顎関節症では口の開け閉めをしない時の痛み、顎
関節の周りの腫れ、表面の皮膚の赤みや熱などは通常あ
りません。
口の開け閉めをしない時の痛みや腫れがある場合には、
流行性耳下腺炎（おたふくかぜ）や化膿性耳下腺炎など
の顎関節症以外の病気が疑われます。



口が開かない:開口障害
開口障害とはできるだけ大きく口を開けた時に、上と下の
歯の間に指が3本入らない場合です。
人差し指、中指、薬指の3本を揃えた幅より口が開かない
場合には、開口障害の可能性があります。
正確には口が開く幅が30mm以下の場合を開口障害と呼び
ます。

開口障害は、顎関節症で下あごが動きにくい場合や、あご
を動かす筋肉がこわばっている場合に起こる症状です。



あごを動かすと音がする:
顎関節雑音
あごを動かした時の音を顎関節雑音（がくかんせつざ
つおん）と呼びます。
顎関節雑音には2種類あります。
•クリック音＝「カクッカクッ」という音
•クレピタス音＝「ジャリジャリ」という音
顎関節の音だけで痛くないときは、一般的には詳しい検査や治療は必要ありません。



クリック音は乾いたような「カクッカクッ」という音で
す。
クレピタス音はこすれたような「ジャリジャリ」という
音です。
顎関節雑音から疑われるのは、顎関節の骨や関節に変化
がでてきている状態です。
音が大きくなった場合、痛みが出てきた場合、口を開け
た時に引っかかる場合には、顎関節症の可能性がありま
す。





額関節の調整















心拍数が１分間に100回以上の場合を頻脈、
50回以下の場合を徐脈という。
心拍数やリズムが不規則な状態を不整脈と
いう。



不整脈とは、鎖骨の歪みによる自律神経（迷走神
経）の圧迫によって起こる症状。
心臓の収縮と血管の脈が異常になる状態。
頻脈になり、プラスミノゲンアクチベーターの分泌
が減少し、血栓がつくられ、組織が酸欠状態になる。
それを防ぐために心拍数を多くして対応する結果起
こる症状。



自律神経の働き



迷走神経



反回神経
声帯を動かす“反回神経”は、脳（脳幹部）から出た
迷走神経が左右の頸動脈の脇を通って心臓の近くま
で下降してから枝分かれしたもので、Uターンして
喉（喉頭こうとう）の筋肉へ至る。
反回神経が何らかの原因で傷害されると、反回神経
麻痺が起こる。

具体的な原因としてには甲状腺、食道、肺などの腫
瘍、大動脈瘤などが挙げられる。

ウイルス感染（主にヘルペスウイルスの仲間）
や麻酔のチューブによる圧迫なども原因となる。
脳腫瘍や脳卒中により脳幹部が傷害されても麻痺が
生じる。

真因はシステムエラーである



過剰なストレスは、例外なく腸管膜根を萎縮し、右側の
骨盤を上前方に変位、システムエラーを引き起こし、全
身の機能が低下、腸内細菌のバランスも異常になる



Ｔ1.2
肺の支配神経

骨盤の歪みと
中枢神経の障害！



肺の支配神経
•「呼吸の中枢」
•橋・延髄
•横隔神経
•左右の迷走神経



呼吸の中枢



目の支配神経

T1~3



血管の退化と近視の眼底網膜



緑内障の眼底網膜



糖尿病と眼底網膜



眼動脈



動脈硬化の原因

血栓の原因フィビリン
プラーク:未消化の蛋白と脂肪



血栓体質
Thrombogenicity 



赤血球と毛細血管



●過労や睡眠障害により食べすぎ・飲みすぎから
血液中に未消化の糖質や脂質が増えて凝固する
●体液がさびて血液が変性し、流れない
●脈動が弱くなり血栓を溶かす酵素が欠乏する
●傷ついた血管の修復のため、血小板が集まって
流れが停滞する



アテローム性動脈硬化



日本の糖尿病罹患率



年齢別膵臓癌



膵臓の働き



外分泌・内分泌
•膵臓は、消化液分泌・ホルモン分泌に関する重要な働きをする
•膵臓には、外分泌腺（腺房）・内分泌腺（ランゲルハンス島）
という2種類の分泌腺がある

•外分泌腺から膵液（電解質・消化酵素）を分泌している
•内分泌腺からは、グルカゴン・インスリン・ソマトスタチンと
いうホルモンを分泌している

•膵臓から分泌される膵液は、消化を助ける働きをする
•ホルモン分泌により、血糖値を調整する働きをする



外分泌

•胃から送られてきた
•酸性の物質を中和
•炭水化物を分解
•タンパク質を分解
•脂肪を分解



ランゲルハンス島



脾膵系の支配神経T5~9



T１~４ 心臓の支配神経



肝臓及び胆嚢の支配神経

T７~1０



胆汁酸の働き
脂肪分解を助ける

胆汁酸は、1日30g程度生成され、腸肝内で脂肪分解酵素の働きを促進しています。具体的には、脂肪
や脂肪酸、コレステロールなどを乳化。膵リパーゼが分解する効果を高めています。

ビタミンDの吸収を助ける

また、胆汁酸はビタミンDの小腸吸収を助けています。ビタミンDはカルシウムの吸収にも深く関係す
る栄養素ですから、ビタミンDが吸収されないと、当然カルシウムも体内に吸収されなくなり、骨粗鬆
症などにつながってしまいます。

コレステロールの代謝・排出

もう一つ、胆汁酸が担う大切な役割が、コレステロールの排出です。肝臓で作られた胆汁酸は、コレス
テロールが原料となり、腸肝内を循環するのに必要な量を超えて生成された場合には、便と一緒に排出
されます。つまり、コレステロールが元の胆汁酸は、過剰になったコレステロールを体外に排出する役
割を担っているとも言えるのです。



腎臓の支配神経
T10～L1



副腎の支配神経

T10～L1



副腎ホルモン:老化か若返りか

DHEA(若返りホルモン)を増やすために、副腎の支配神経である
第10胸髄、第11胸髄、第12胸髄、第1腰髄付近の血流を改善し柔軟
にすることである。

この部位が硬直すると、交感神経が強く働くため、コルチゾールが過
剰に分泌され、常に緊張状態になる。
コルチゾールの分泌過多は、夜の睡眠にも影響を及ぼし老化が早まる。



老化を防ぎ若返りホルモンを増やす

副腎の働きを高めるために、

背骨の第10胸髄～第1腰髄をゆるめる



DHEa
デヒドロエピアンドロステロンとは？
DHEAは男性ホルモン・テストステロンや女性ホルモン・エストロゲ
ンをつくる材料になる。それ以外にさまざまな働きを持つ。
•免疫力を高め、炎症を抑え腫瘍を予防する
•インスリンの働きを助け、糖尿病を予防する
•筋力を維持し、代謝を高めて体脂肪を減らす
•動脈硬化を予防する。
•脂質異常症を予防する
•ストレスを緩和し、意欲を向上させる
•アルツハイマー病を予防、改善する
•不妊症を改善する
•性的欲求を高める



小腸＆大腸の支配神経

T11~L3
S１～５



膀胱の支配神経
L1～L2
S2～S4



男性生殖器の支配神経

T10～L4
S1～S5



女性生殖器の支配神経

T4～L4
S1～S5



血管と腹部の神経支配



大腸では、蠕動運動の障害、
酸素の不足で嫌気性菌が増殖

肺の中枢

心臓の中枢
肝臓、胆嚢
脾臓 すい臓
副腎 腎臓小腸

大腸
膀胱 生殖器



大腸菌の増殖で免疫力の低下
汚染食材や睡眠障害や過労で体液が汚れ、
白血球の動きが悪化し食菌作用が低下した状態



大腸菌は、腸内細菌の１０００分の１
酵素で分解できない食べ物を分解し、消化と吸収を担う
ビタミンＫ（骨代謝）やＢ群（エネルギー）を合成する

悪玉化
減少



•病原性大腸菌：日和見菌が悪玉菌に代わる！
• 腸管病原性大腸菌（EPEC, enteropathogenic E. coli）
• 小腸に感染して下痢、腹痛等急性胃腸炎をおこす。
• 腸管侵入性大腸菌（EIEC, enteroinvasive E. coli）
• 大腸に感染して赤痢様の症状をおこす。
• 毒素原性大腸菌（ETEC, enterotoxigenic E. coli）
• 小腸に感染し下痢をおこす。増殖の際、毒素を産生する。
• 腸管出血性大腸菌（EHEC, enterohemorrhagic E. coli）
• 腹痛、下痢、血便、ベロ毒素産生
• O157(Escherichia coli O157:H7)の他O111、O26、O1，O6，

O18，O24，O104，などが存在する。
• 溶血性尿毒症症候群（HUS）、脳症をおこす。
• 腸管付着性大腸菌（EAEC, enteroadhesive E. coli）
• 腸管凝集性大腸菌（EAggEC, enteroaggrigative E. coli）



ビタミンKと骨代謝
深刻な乳児のビタミンK不足
•消化管での出血
•頭蓋内出血を誘発する

ビタミンKはMGPと呼ばれるビタミンK依存
タンパク質を活性化させることで、動脈の
石灰化を抑制する。



ビタミンKのいろいろな働き

血液凝固作用
骨形成の促進
血管の石灰化予防
血液を固めるプロトロンビンと呼ばれる物質を作
るときにビタミンKが必要。
ビタミンKは骨にあるタンパク質を活性化し、カルシウ
ムが骨に沈着するのを促す効果がある。



ビタミンKを含む食材
•納豆
•きな粉
•油揚げ
•がんもどき
•小豆

•ブロッコリー
•パセリ
•小松菜
•ほうれん草
•しそ



DHEaを含む食べもの

自然薯・ヤマイモ・納豆・アボカド以外に、
サバ・イワシなどの魚介類の摂取も良い



自然薯や山芋、やまと芋、里芋、菊芋など粘り気のあ
る芋類に多く含まれる。

ジャガイモやサツマイモにはない。

サバ・イワシなどの魚にもある。
生食や漬物など調理法を工夫して、

定期的に食卓に。

DHEAを多く含む食べもの



サバの栄養素：たんぱく質・EPA ・DHA ・ ビタミンＤ・貧血予防に効果的！ 鉄・味覚を正常に
保つ！ 亜鉛
イワシの栄養素：タンパク質・鉄・EPA（動脈硬化の予防）・DHA（皮膚炎の予防）・タウリン
（コレステロールの正常化）・ペプチド（アンチエイジング）・カルシウム

サバの味噌煮・イワシの梅ジソ焼き

DHEAを含む食品



アンチエイジングメニュウー
コレステロールを下げる働き
不飽和脂肪酸（EPA・DHA）
タンパク質・ビタミンD（骨代謝）
ビタミンB12（造血）
ナイアシン（皮膚の代謝））

鰹のトマト煮



鰹節とおかか（削り節）



鰹節の効能
1:新陳代謝の促進
2:脂肪燃焼促進
3:血圧低下
4:血流改善
5:血糖値を抑制
6:免疫力を高める
7:骨を強化
8:疲労回復
9:ストレス解消
10:精神の高揚
11:アンチエイジング
12:美肌効果
13:デトックス効果
14:細胞活性



老化を防ぐネバネバ丼

DHEAを含む食品


